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研究の概要 

現行のカーボンニュートラルの概念は、植物の光合成が駆動するバイオマス–CO2 サイクルを基盤とす

る。一方、メタンサイクルはメタン（CH4）やメタノール（CH3OH）などの C1化合物を利用可能な C1 微

生物が担う。近年の研究から、植物地上部（葉圏）での C1 微生物と植物の相利共生を介して、両サイ

クルが共役する新たな炭素循環像が明らかになりつつある。こうした知見は、C1微生物の活用により、

植物のバイオマス増加と温室効果ガス排出削減を同時に達成できる可能性を示している。しかし、環

境資材としての C1 微生物の効果を定量的かつ実環境で検証した研究は限定的である。本研究では、葉

圏 C1 微生物の代謝生理に基づく温室効果ガス削減技術を創出し、取得データを基に、削減効果を定量

評価することを目指す。本研究成果は、新たな気候変動緩和策の提言を可能にし、カーボンニュートラ

ル社会の実現に貢献する。 
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研究の全体概要図 

 


